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　私は、〈アダマンタイトの塔〉〔Adamantine Tower〕にて何が起こったのかに関する多様なる報告について説こうとするのでもなければ、〈明瞭なる暗喩の戦〉〔War of Manifest Metaphors〕――概して「物語」として知られているものに於ける大抵の諸性質を、それらの報告が擁護することを不可能にしてしまうもの――について語ろうとするのでもない。我々は誰しも、Lorkhanに関する自身の気に入った物語を、LorkhanによるNirn創造に関する自身の気に入った動機を、彼の心臓を巡る出来事に関する自身の気に入った物語を持っている。しかし、〈月なるLorkhan理論〉〔Theory of the Lunar Lorkhan〕は、とりわけ注目に値するものである。
　簡潔に言うならば、〔２個の〕月たちは、Lorkhanの“聖なる肉体”〔flesh-divinity〕の内の２個の半分であった、そして、そうである。他の神々のように、Lorkhanは〈偉大なる建設〉〔Great Construction〕に関与した次元／惑星〔plane(t)〕であった。……定命の次元／惑星を創造するために〈八者〉〔Eight〕が自身の聖なる肉体の一部を貸し与えたところを除いて、Lorkhanの“聖なる肉体”は千々に砕けて、彼の聖なる火花はNirnに向けて「それ〔Nirn〕を、その生存の手段と適度の利己心の量によって満たすために」１個の流星として落ちていった。
　それ故に、MasserとSecunda〔大月と小月の名称〕は両分割の化身――Artaeumによれば、“裂かれた二元性”〔Cloven Duality〕――である。この両分割とは、しばしばLorkhanに関する伝説が激しく非難するところのものである。すなわち、アニマ／アニムス〔※１〕、善／悪、存在／無、肉体と喉首の詩歌、うめき／死産に終わった沈黙、などの諸々の観念である。Lorkhanが彼の定命なる子孫に自身の義務〔※２〕を絶えず思い起こさせるためのものとして、その月たちは夜空に置かれたのである。

この理論の支持者は、その他の一切の「心臓物語」は月たちの真なる起源に関する堕落した神話である、そのように考えるものである（そして、彼らが〈空虚なる三日月理論〉に関しても同様に述べることは言うまでもない）。

　訳注

　※１　ユングの心理学用語。両者は、それぞれ「男性心理の中の普遍的女性像」と「女性心理の中の普遍的男性像」。
　※２　恐らく、この義務は「両分割の破壊」であるだろう。何故なら、Lorkhanはトリック・スターすなわち秩序紊乱者であり、その秩序は正しく両分割に由来するからである。例えば、善／悪という両分割が存在しないならば、この世界は混沌に陥ってしまうだろう。

